


































































































































































































































































































































































る方法（Raun et al. 2005）と，予測収量の低い箇所で増

























































et al. 2003，Taylor et al. 2001），リモートセンシングによ
り得られた生育情報から，窒素吸収量等を推定して施肥































































































平均 11.1 15.0 24.8 1.35 1.24 8.7
*各圃場の基肥には配合肥料を施用し，追肥には窒素の単肥（硫酸アンモニウム）を施用した．
**糖量±標準偏差　圃場 Aと Cは 5反復で実施した坪堀調査の結果，圃場 Bはビートハーベスタ（350m2）の収穫調査．
***可変施肥区の窒素施肥量は試験区への平均施用量で示した．施肥量の幅は圃場 Aは 12～ 20kgN/10a，圃場 Bは 4～ 17.5kgN/10a，圃
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